
33 32

　

後
白
河
院
の
山
科
御
所
の
初
見
は
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）

七
月
二
十
日
で
あ
る
（『
兵
範
記
』『
仙
洞
御
移い

し徙
部
類
記
』『
上

皇
御
移
徙
記
』）。
山
科
御
所
は
後
白
河
院
の
寵
妃
で
あ
っ
た
平

滋し
げ
こ子

（
平
清
盛
の
妻
時
子
や
平
時
忠
の
異
母
妹
で
高
倉
天
皇
の

母
。
の
ち
一
一
六
九
年
に
院
号
宣
下
さ
れ
て
建
春
門
院
）
の
母

方
の
伯
父
で
勧
修
寺
長
吏
で
も
あ
る
雅
宝
僧
都
か
ら
滋
子
に
進

上
さ
れ
、
後
白
河
院
の
御
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

後
白
河
院
は
こ
の
日
、
七
条
殿
（
法
住
寺
殿
。
後
白
河
院
が
本

拠
地
と
し
て
平
滋
子
と
同
居
し
た
。
現
在
も
残
る
三
十
三
間
堂

は
そ
の
一
部
）
か
ら
、新
造
な
っ
た
山
科
殿
に
密
々
に
移い

し徙
（
移

る
こ
と
。
転
居
）し
た
。
山
荘
へ
の
密
々
の
移
徙
で
あ
り
、公
卿
・

殿
上
人
二
、三
人
ず
つ
が
車
に
乗
っ
て
供
奉
し
た
が
、
平
滋
子
が

同
道
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
同
道
を
伝
え
る
史
料
と

こ
の
時
に
は
同
道
し
な
か
っ
た
と
す
る
史
料
の
両
方
が
あ
る
。

　

こ
の
仁
安
二
年
は
、
平
滋
子
に
女
御
宣
下
が
あ
り
、
高
倉
が

六
歳
で
立
太
子
し
た
年
で
あ
る
。
翌
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）

に
高
倉
は
天
皇
に
即
位
し
て
滋
子
は
皇
太
后
に
な
り
、
翌
々
嘉

応
元
年
（
一
一
六
九
）
に
は
滋
子
に
建
春
門
院
の
院
号
宣
下
が

あ
る
な
ど
、
建
春
門
院
平
滋
子
は
後
白
河
院
の
寵
愛
を
得
て
後

白
河
院
と
平
氏
政
権
（
平
清
盛
）
を
結
ぶ
か
す
が
い
と
し
て
の

第
三
章
　
中
世
の
山
科 

一
（
院
政
期
～
鎌
倉
期
）

一　

後
白
河
院
の
山
科
御
所
（
沢
殿
）
と
源
頼
朝

　

現
山
科
区
大
宅
に
は
、
後
白
河
院
の
山
科
御
所
（
山
科
殿
。
沢
殿
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
あ
っ
た
。
山
科
御
所
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
行
者
ヶ
森
麓
の
岩
屋
神
社
の
辺
り
に
御
所
田
・
御
所
山
な
ど
の
小
字
が
残
る
こ
と
か
ら
、『
京
都
府
山
科
町
誌
』
以
来
、
奈

良
街
道
よ
り
東
側
（
山
側
）
の
岩
屋
神
社
の
辺
り
が
旧
跡
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
二
年
の
田
端
泰
子
の
研
究
を

先
蹤
と
し
て
、
一
九
九
三
年
に
発
表
さ
れ
た
西
井
芳
子
の
綿
密
な
研
究
に
よ
っ
て
、
山
科
御
所
は
奈
良
街
道
よ
り
西
側
の
現
大
宅

沢
町
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

  

す
な
わ
ち
、
大
宅
沢
町
の
南
寄
り
、
大
宅
早
稲
ノ
内
と
の
境
近
く
に
、
か
つ
て
大
量
の
湧
き
水
か
ら
な
る
大
き
な
池
が
残
り
、

大
宅
の
子
ど
も
た
ち
の
泳
ぎ
場
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
こ
ろ
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
山
科

御
所
の
庭
園
の
池
で
あ
り
、
沢
殿
と
も
呼
ば
れ
た
山
科
御
所
は
、
殿
舎
が
水
辺
に
臨
む
景
観
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
平
安

時
代
の
史
料
に
も
、
山
科
御
所
の
場
所
は
飛
泉
あ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
で
あ
っ
た
の
で
、
後
白
河
院
が
新
御
所
を
造
営
し
た
と
あ

る
こ
と
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（『
百
錬
抄
』
治
承
三
年
〈
一
一
七
九
〉
六
月
三
日
条
）。
大
宅
沢
町
の
北
側
に
は
、
大
宅

桟
敷
と
い
う
町
名
（
小
字
）
が
あ
る
が
、
桟
敷
は
眺
望
を
楽
し
め
る
よ
う
に
高
く
構
え
た
建
物
の
こ
と
で
あ
り
、
山
科
御
所
の
殿

舎
（
桟
敷
）
は
池
の
北
側
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
院
の
御
所
の
な
か
に
桟
敷
殿
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
っ
た

こ
と
が
文
献
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
事
例
と
し
て
は
、
亀
山
院
の
嵯
峨
殿
〈『
勘
仲
記
』
か
ら
そ
の
な
か
に
桟
敷
殿
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
〉
の
事
例
が
あ
る
）。

　

山
科
御
所
の
名
残
で
あ
っ
た
池
は
、「
澤
野
井
忠
三
家
文
書
」
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
付
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
大
宅
村

差
出
明
細
帳
に
も
、「
沢
ノ
池
」
と
そ
の
名
を
見
出
せ
る
が
、一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
測
量
の
二
万
分
一
仮
製
地
形
図
「
醍
醐
村
」

に
は
、大
宅
村
の
奈
良
街
道
よ
り
西
側
、竹
林
が
北
、田
が
南
に
広
が
る
植
生
景
観
の
境
に
こ
の
沢
ノ
池
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
参
照
）。

図
一　

山
科
御
所
跡
（
沢
殿
の
池
）
位
置
図
（
１
８
８
９
年
地
形
図
に
加
筆
）
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役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
山
科
御
所
は
、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）

十
二
月
十
三
日
、後
白 

河
院
が
滋
子
を
同
道
し
て
山
科
御
所
に
渡
り
、

三
日
間
に
わ
た
っ
て
仲
睦
ま
じ
く
滞
在
す
る
な
ど
、
後
白
河
院
の

滋
子
に
対
す
る
寵
愛
ぶ
り
を
象
徴
す
る
場
所
の
一
つ
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
後
白
河
院
が
滋
子
と
と
も
に
山
科
御
所
に
渡
御
し
た
安

元
元
年
の
翌
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
七
月
八
日
、
滋
子
が
三
五
歳

で
亡
く
な
る
と
、
後
白
河
院
と
平
清
盛
の
蜜
月
時
代
は
終
わ
っ
た
。

　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
閏
六
月
十
四
日
に
後
白
河
院
は
八
条
院

暲し
ょ
う
し子

内
親
王
（
鳥
羽
天
皇
皇
女
。
後
白
河
院
の
異
母
妹
）
を
山
科
殿

に
招
待
し
て
御
遊
を
し
、
翌
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
六
月
三
日
に

も
山
科
御
所
に
移
徙
し
、
四
日
間
を
過
ご
し
て
い
る
が
、
こ
の
治
承
三
年
十
一
月
に
清
盛
は
院
の
近
臣
を
解
官
し
、
院
政
を
停
止

し
、
後
白
河
院
を
鳥
羽
殿
に
幽
閉
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

  

そ
し
て
、
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
五
月
二
十
三
日
、
以
仁
王
と
源
頼
政
に
よ
る
平
家
追
討
の
挙
兵
に
際
し
て
、
山
科
御
所
は

平
氏
側
が
陣
を
調
え
る
拠
点
と
な
ら
な
い
よ
う
、
以
仁
王
側
の
園
城
寺
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
以
仁
王
の
平

氏
討
滅
の
挙
兵
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
焼
亡
し
た
山
科
御
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
、
後
白
河
院
が
亡
く
な
る
一
年
前

の
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十
一
月
に
、
後
白
河
院
は
山
科
御
所
に
二
度
御
幸
し
て
い
る
。

  

と
こ
ろ
で
、
以
仁
王
の
挙
兵
に
際
し
て
山
科
御
所
が
焼
亡
し
た
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
五
月
二
十
三
日
か
ら
、
再
建
さ
れ
た

山
科
御
所
が
史
料
に
見
出
せ
る
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十
一
月
二
日
の
間
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
四
月
に
源
頼
朝
は
山
科

沢
殿
を
亭
宅
の
地
と
し
て
後
白
河
院
に
申
請
し
て
い
る
。
次
に
ま
ず
関
連
す
る
『
吾
妻
鏡
』『
玉
葉
』
の
記
事
を
掲
げ
よ
う
。

○
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
四
月
一
日
条

　
　

一
日
壬
申
、
洛
辺
に
御
亭
を
建
て
ら
る
べ
き
の
由
、
日
来
沙
汰
有
り
。
し
か
る
に
当
時
然
る
べ
き
地
な
き
の
間
、
闕
所
を
給
う
べ　
　
　

　
　

き
の
旨
、
帥
中
納
言
（
吉
田
経
房
―
引
用
者
）
に
申
さ
る
。
山
科
沢
殿
領
に
便
宜
の
地
有
り
。
所
望
す
と
云
々
。

○
『
玉
葉
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
四
月
二
十
四
日
条

　
　

晩
頭
権
弁
定
長
来
た
る
。
余
こ
れ
に
謁
す
。
仰
せ
聞
く
事
等
有
り
。
こ
の
次
い
で
に
語
り
て
曰
く
、「
頼
朝
卿
上
洛
の
料
に
地
を

　
　

申
し
請
う
。
親
能
（
中
原
親
能
―
引
用
者
）
を
も
っ
て
申
す
所
な
り
。
山
科
沢
殿
辺
を
指
し
申
す
と
云
々
。
し
か
る
に
（
後
白
河

　
　

院
は
―
引
用
者
）
許
さ
ず
。
事
の
次
第
、
凡
そ
左
右
能
わ
ず
」
と
云
々
。
つ
ぶ
さ
の
旨
記
し
尽
く
し
難
き
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
頼
朝
が
上
洛
の
際
に
滞
在
す
る
亭
宅
と
し
て
、
山
科
沢
殿
の
地
（
山
科
御
所
の
地
）
を
申
請
し
た
が
（
京
下
り
の

鎌
倉
殿
吏
僚
で
あ
る
中
原
親
能
か
ら
関
東
申
次
〈
公
家
政
権
の
頼
朝
と
の
連
絡
役
〉
の
吉
田
経
房
を
経
由
し
て
後
白
河
院
に
申
請

が
あ
っ
た
）、
後
白
河
院
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
頼
朝
は
後
白
河
院
の
山
科
御
所
を
な
ぜ
自
ら
の
亭
宅
と
し
て
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
注
意
す

べ
き
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
、
山
科
沢
殿
は
、
後
白
河
院
御
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
闕け

っ
し
ょ所

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

闕
所
と
は
、「
持
ち
主
の
な
い
土
地
。
ま
た
、
特
に
中
世
に
、
罪
を
犯
し
て
没
収
さ
れ
た
り
、
訴
訟
に
よ
っ
て
改
替
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
知
行
者
が
死
亡
し
て
幕
府
や
領
主
が
直
接
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
所
領
」（『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』）
の
こ

と
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
が
山
科
沢
殿
を
「
闕
所
」
と
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
沢
殿
に
関
す
る
先
行

研
究
（
西
井
芳
子
・
木
内
正
広
）
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、た
と
え
ば
丹
波
国
吉
富
庄
は
、そ
の
中
の
宇
都
郷
が
頼
朝
の
父
義
朝
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、平
治
の
乱
（
一
一
五
九
年
）

に
お
け
る
義
朝
の
敗
死
（
一
一
六
〇
年
）
に
よ
っ
て
闕
所
と
し
て
没
収
さ
れ
、
平
氏
か
ら
藤
原
成な

り

親ち
か

（
後
白
河
院
の
近
臣
）
を
経

て
、
附
近
の
諸
郷
（
宇
都
郷
に
対
し
て
新
庄
と
呼
ば
れ
た
）
を
加
え
て
吉
富
庄
と
し
て
後
白
河
院
の
御
願
法
華
堂
（
の
ち
の
長
講

堂
）
に
寄
進
さ
れ
た
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
月
九
日
に
頼
朝
は
配
流
の
罪
を
許
さ
れ
、
翌
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
三
月

平

　時
信

藤
原
顕
頼
の
娘

雅
宝

女

平

　時
忠

建
春
門
院
平
滋
子

後
白
河
院

安
徳
天
皇

建
礼
門
院
平
徳
子

高
倉
天
皇

時
子

平

　清
盛

図
二
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と
と
の
関
係
で
、
山
科
御
所
が
雅
宝
の
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
雅
宝
は
勧
修
寺
長
吏
を
勤
め
（『
勧
修
寺
長
吏
次
第
』）、
同
じ
山
科
の
勧
修
寺
と
か
か
わ
り
を
有
し
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
沢
殿
を
含
む
大
宅
里
が
一
一
六
〇
年
代
以
前
か
ら
雅
宝
の
所
領
で
あ
っ
た
可
能
性
に
直
接
に
繋
が
る
わ

け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

雅
宝
は
父
藤
原
（
葉
室
）
顕
頼
が
鳥
羽
院
の
近
臣
、
兄
の
光
頼
は
後
白
河
院
の
院
中
の
権
を
執
っ
た
近
臣
で
あ
り
、
後
白
河
院

政
期
の
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
三
月
七
日
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
東
大
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
る
な
ど
、
滋
子
の
叔
父
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
後
白
河
院
の
近
臣
に
準
じ
る
位
置
に
あ
っ
た
。

　

吉
富
庄
が
義
朝
の
敗
死
に
よ
っ
て
闕
所
と
し
て
没
収
後
、
い
っ
た
ん
は
後
白
河
院
の
近
臣
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
寄
進
と
い
う
形

で
後
白
河
院
の
所
領
に
な
っ
た
事
例
に
鑑
み
る
な
ら
、
む
し
ろ
山
科
沢
殿
も
雅
宝
が
領
有
し
た
の
は
平
治
の
乱
後
で
あ
り
、
そ
の

後
雅
宝
に
よ
る
建
春
門
院
へ
の
寄
進
を
経
て
、
最
終
的
に
は
後
白
河
院
の
御
所
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

  

山
科
沢
殿
は
『
保
元
物
語
』
に
見
え
る
源
義
朝
の
山
科
の
所
領
と
同
一
の
も
の
と
し
て
は
じ
め
て
、
山
科
御
所
が
平
治
の
乱
に

よ
る
義
朝
の
敗
死
か
ら
七
年
後
の
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
七
月
に
、
造
営
を
終
え
完
成
し
た
形
で
歴
史
上
に
そ
の
姿
を
現
す
こ

と
も
、
時
系
列
的
に
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

  

以
上
に
、
山
科
沢
殿
は
源
義
朝
の
旧
所
領
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
頼
朝
も
父
の
闕
所
と
し
て
後
白
河
院
に
所
領
恢
復
を
要

求
し
た
と
す
る
新
説
を
述
べ
た
。
先
行
説
に
異
を
称
え
る
形
に
な
っ
た
が
、
先
行
説
に
学
ぶ
点
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え

て
お
き
た
い
。

二　

山
科
家
の
山
科
東
庄
知
行
と
山
科
御
影
堂

　

山
科
御
所（
沢
殿
）と
そ
れ
に
付
属
し
た
山
科
小
野
庄
内
の
後
白
河
院
領
地（
大
宅
里
＝
の
ち
の
山
科
東
庄
。
現
在
の
大
宅
）は
、

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
三
月
十
三
日
の
後
白
河
院
の
没
後
、後
白
河
院
最
後
の
寵
妃
と
な
っ
た
丹
後
局
高
階
栄え

い
し子

（
一
一
四
九
？ 

二
十
七
日
に
正
四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
る
と
、
吉
富
庄
の
う
ち
父
義
朝
の
旧
所
領
宇
都
郷
を
後
白
河
院
に
申
請
し
て
恢
復
し
、
こ
れ

を
四
月
八
日
に
文
覚
の
高
尾
山
神
護
寺
に
寄
進
し
た
。
後
白
河
院
は
五
月
十
九
日
、
残
り
の
新
庄
の
部
分
を
神
護
寺
に
施
入
し
、

吉
富
庄
は
宇
都
郷
に
新
庄
を
加
え
て
一
円
に
（
全
て
）
神
護
寺
領
荘
園
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
吉
富
庄
（
宇
都
郷
）
の
事
例
に
照
ら
す
な
ら
、
源
義
朝
の
旧
領
は
平
治
の
乱
に
お
け
る
義
朝
の
敗
死
に
よ
っ
て
闕
所
と

し
て
没
収
さ
れ
、
後
白
河
院
の
近
臣
に
与
え
ら
れ
た
あ
と
、
そ
の
寄
進
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
後
白
河
院
の
所
領
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
頼
朝
は
東
国
の
政
権
を
確
立
し
、
朝
敵
で
あ
る
こ
と
を
免
除
さ
れ
る
と
、
父
の
旧
領
の
恢
復
を
漸
次

申
請
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
保
元
物
語
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
）中「
白
河
殿
攻
メ
落
ス
事
」に
よ
れ
ば
、保
元
の
乱（
一
一
五
六

年
）
に
際
し
て
相
模
国
の
大
庭
景
義
（
景
能
）
は
、
源
義
朝
勢
と
し
て
白
河
殿
の
夜
討
に
参
加
し
、
白
河
殿
を
守
る
鎮
西
八
郎
為

朝
の
弓
矢
で
膝
の
関
節
を
射
ら
れ
負
傷
し
た
。
そ
こ
で
、
景
義
の
弟
の
大
庭
景
親
は
負
傷
し
た
景
義
を
肩
に
懸
け
、「
大
炊
御
門

川
原
よ
り
し
て
、
二
処
に
こ
そ
休
け
れ
、
山
階
に
下
野
殿
（
源
義
朝
―
引
用
者
）
の
所
領
也
け
る
所
に
こ
そ
（
負
傷
し
た
景
義
を

―
引
用
者
）
置
」
き
、
景
親
自
身
は
ま
た
戻
っ
て
白
河
殿
攻
め
に
参
加
し
た
、
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
科
に
は
義
朝
の
所
領
が

あ
り
、
保
元
の
乱
に
際
し
て
義
朝
勢
に
よ
る
白
河
殿
攻
撃
の
兵
站
基
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
『
保
元
物
語
』
か
ら
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

　

義
朝
の
所
領
が
山
科
に
あ
っ
た
こ
と
が
見
出
せ
る
『
保
元
物
語
』
の
記
事
と
、
頼
朝
が
山
科
沢
殿
を
「
闕
所
」
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
上
洛
す
る
際
の
料
所
と
し
て
自
ら
に
給
わ
る
よ
う
に
後
白
河
院
に
申
請
し
て
い
る
事
実
を
突
き
合
わ
せ
る
な
ら
、
山
科

沢
殿
は
義
朝
の
旧
所
領
で
あ
り
、
平
治
の
乱
に
お
け
る
義
朝
の
敗
死
に
よ
っ
て
闕
所
と
し
て
没
収
さ
れ
、
雅
宝
に
与
え
ら
れ
た
あ

と
、
滋
子
を
経
て
、
最
終
的
に
は
後
白
河
院
の
御
所
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

西
井
芳
子
は
、『
百
錬
抄
』
に
、山
科
御
所
（
沢
殿
）
は
も
と
雅
宝
（
建
春
門
院
平
滋
子
の
母
方
の
伯
父
。
藤
原
氏
北
家
勧
修
寺
流
・

藤
原
高
藤
の
子
孫
）
の
領
で
あ
っ
た
と
見
出
せ
る
こ
と
に
注
目
し
、
藤
原
高
藤
の
子
孫
が
氏
寺
で
あ
る
勧
修
寺
長
者
を
勤
め
た
こ



39 38

年
で
も
あ
る
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
八
月
に
両
荘
園
を
相
博
（
交
換
）
し
、
小
野
庄
は
結
局
、
冷
泉
教
成
の
所
領
と
な
っ
た
。

  

教
成
は
晩
年
の
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
ご
ろ
、
故
後
白
河
院
の
多
年
の
恩
厚
に
報
い
る
た
め
、
山
科
御
所
の
傍
ら
に
一
堂
を

建
立
し
、
後
白
河
院
の
御
影
を
安
置
し
、
供
僧
を
置
く
と
と
も
に
、
小
野
庄
（
大
宅
里
）
を
御
影
堂
に
寄
進
し
た
。
こ
う
し
て
、

後
白
河
院
山
科
御
影
堂
を
本
家
、
教
成
と
そ
の
子
孫
山
科
家
を
領
家
と
し
て
山
科
東
庄
が
大
宅
の
地
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
教

成
の
異
父
妹
の
宣
陽
門
院
も
、
山
科
を
後
白
河
院
仙
屈
の
地
と
し
て
亡
父
を
慕
い
、
数
度
に
わ
た
っ
て
後
白
河
院
山
科
御
影
堂
に

臨
幸
し
た
（『
春
日
大
社
文
書
』
第
一
巻
、
四
一
号
、
山
科
資
行
置
文
案
）。
室
町
時
代
に
山
科
家
の
家
司
と
し
て
活
躍
し
、『
山

科
家
礼
記
』
の
筆
者
に
も
な
っ
た
大
沢
久
守
の
先
祖
、
重
道
（
法
名
道
禅
。
鎌
倉
時
代
末
期
の
人
）
は
こ
の
山
科
御
影
堂
の
雑
掌

（
租
税
徴
収
な
ど
の
荘
務
に
当
た
る
者
）
で
あ
っ
た
。

　

後
白
河
院
の
山
科
御
所
が
現
大
宅
沢
町
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
教
成
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
大
沢
氏
の
祖
道
禅
が
雑
掌
を
務
め
た

後
白
河
院
山
科
御
影
堂
が
大
宅
の
ど
の
場
所
に
位
置
し
た
の
か
は
、
今
日
で
も
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
白
河
院
山
科
御
影
堂
の

境
内
地
と
し
て
殺
生
禁
断
が
行
わ
れ
た
四
至
を
東
は
安
合
子
、
西
を
宇
治
大
道
（
現
在
の
奈
良
街
道
）、
南
を
赤
坂
、
北
を
矢
（
名
）

倉
と
す
る
南
北
朝
時
代
の
文
書
が
あ
り
（
内
閣
文
庫
所
蔵
「
山
科
家
古
文
書
」）、
こ
の
こ
と
か
ら
山
科
御
影
堂
は
奈
良
街
道
よ
り
東

の
山
側
（
行
者
ヶ
森
・
大
宅
奥
山
の
麓
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

西
井
芳
子
は
現
地
の
聞
き
取
り
と
小
字
の
調
査
に
よ
っ
て
、さ
ら
に
南
の
赤
坂
は
大
宅
と
伏
見
区
醍
醐
地
区
の
境
界
の
今
日「
赤

土
原
」
と
呼
ぶ
所
、東
の
安
合
子
は
大
宅
御
所
山
（
岩
屋
神
社
の
東
裏
の
山
。
行
者
ヶ
森
の
山
麓
部
分
）
中
腹
の
現
在
「
あ
ご
ぜ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
地
名
、
北
の
名
倉
を
大
宅
村
の
東
北
端
で
奈
良
街
道
の
東
側
、
大
塚
村
と
の
境
と
比
定
し
た
。
こ
の
四
至
内
に

は
「
山
城
国
山
科
郷
古
図
」（
勧
修
寺
旧
蔵
）
に
「
東
岩
屋
殿
」
と
記
さ
れ
た
磐
座
信
仰
に
も
と
づ
く
岩
屋
神
社
が
古
く
か
ら
あ
り
、

今
日
で
は
京
都
橘
大
学
が
あ
る
場
所
（
大
宅
山
田
町
）
も
こ
の
四
至
内
に
含
ま
れ
る
。

　

御
影
堂
の
建
物
自
体
が
、
四
至
内
の
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
（
西
井
芳
子
が
南
の
赤
坂
を
比
定
し
た
大
宅
の
醍
醐

地
区
と
の
境
に
は
、
今
日
で
も
大
宅
堂
ノ
山
と
い
う
山
科
御
影
堂
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
小
字
が
残
る
）。
し
か
し
、
鎌
倉
時

―
一
二
一
六
）
に
与
え
ら
れ
た
。

　

丹
後
局
高
階
栄
子
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
平
清
盛
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
、
後
白
河
院
の
近
臣
で
あ
っ
た

夫
の
平
業
房
を
殺
さ
れ
た
女
性
で
あ
る
。
夫
を
失
っ
た
彼
女
は
、
清
盛
に
よ
っ
て
鳥
羽
殿
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
後
白
河
院
に
治
承

四
年
（
一
一
八
〇
）
三
月
か
ら
仕
え
、後
白
河
院
の
孤
独
な
幽
閉
生
活
を
支
え
る
こ
と
で
、後
白
河
院
最
後
の
寵
愛
の
人
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
た
高
階
栄
子
は
、
政
敵
の
九
条
兼
実
を
し
て
、「
卑
賤
の
者
（
栄
子
の
父
は
比
叡

山
の
僧
で
あ
っ
た
）
で
は
あ
る
が
、
後
白
河
院
の
無
双
の
愛
妾
で
、
そ
の
寵
愛
ぶ
り
は
楊
貴
妃
に
異
な
ら
な
い
有
り
様

で
あ
る
。
こ
の
ご
ろ
の
政
治
は
ひ
と
え
に
彼
女
の
紅
の
唇
に
よ
っ
て
決
ま
る
」（『
玉
葉
』
文
治
三
年
〈
一
一
八
七
〉
二

月
十
九
日
条
）
と
言
わ
せ
る
ま
で
の
権
勢
を
後
白
河
院
政
下
に
振
る
っ
た
。
栄
子
は
す
で
に
亡
夫
業
房
と
の
間
に
、
山

科
家
の
祖
と
な
る
冷れ

い
ぜ
い
の
り
な
り

泉
教
成
（
一
一
七
七
―
一
二
三
九
）
を
末
子
と
し
て
、
計
五
人
の
男
女
を
も
う
け
て
い
た
が
、

養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
月
五
日
に
は
、
後
白
河
院
と
の
間
に
皇
女
宣
陽
門
院
覲
子
内
親
王
（
一
一
八
一
―
一
二
五
二
）
を
生

ん
だ
。
後
白
河
院
は
晩
年
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
こ
の
娘
を
溺
愛
し
、
院
の
最
大
の
所
領
で
あ
る
長
講
堂
領
（
一
一
二
カ
所
の
荘
園

か
ら
な
る
）
を
伝
領
し
た
。

　

そ
し
て
、
栄
子
は
後
白
河
院
の
没
後
も
、「
宣
陽
門
院
の
母
、
故
後
白
河
院
の

執
権
の
女
房
」
と
し
て
、
政
治
的
実
力
を
握
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
山
科
沢
殿

と
そ
れ
に
付
属
し
た
小
野
庄
内
の
後
白
河
院
領
地
（
大
宅
里
）
が
後
白
河
院
の

遺
言
に
よ
っ
て
栄
子
に
譲
ら
れ
た
の
も
、
栄
子
に
対
す
る
後
白
河
院
の
寵
愛
の

賜
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

栄
子
は
は
じ
め
小
野
庄
を
娘
の
顕
蓮
（
父
は
平
業
房
。
藤
原
信
西
の
孫
範
能

の
妻
）
に
譲
っ
た
。
一
方
、
顕
蓮
の
同
母
・
同
父
の
弟
で
あ
る
冷
泉
教
成
は
母

の
栄
子
か
ら
播
磨
国
平
位
庄
を
譲
ら
れ
た
が
、
姉
弟
は
母
の
栄
子
が
死
去
し
た

丹
後
局
高
階
栄
子

宣
陽
門
院
覲
子
内
親
王

冷
泉
教
成
（
山
科
家
の
祖
）

顕
蓮

藤
原
範
能

後
白
河
院

平

　業
房

図
三
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代
に
大
宅
は
、
奈
良
街
道
を
挟
ん
で
、
西
の
里
側
が
沢
殿
（
後
白
河
院
の
山
科
御
所
）、
東
の
山
側
が
後
白
河
院
山
科
御
影
堂
に

二
分
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　
山
科
御
影
堂
に
安
置
さ
れ
た
後
白
河
院
の
御
影
は
、
現
妙
法
院
蔵
の
後
白
河
院
自
筆
と
の
伝
承
も
あ
る
後
白
河
法
皇
画
像
で

あ
る
。
後
白
河
院
山
科
御
影
堂
は
、
遅
く
と
も
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
以
前
に
焼
失
し
て
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の

画
像
は
法
住
寺
に
移
さ
れ
た
（『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
三
月
十
三
日
条
に
、「
絵
像
御
影
は
東
庄
〈
山
科
東
庄
＝
大
宅
―
引
用

者
〉
御
影
堂
に
御
座
の
御
影
也
、御
年
四
十
二
の
御
自
筆
也
、当
所
御
影
堂
焼
上
之
間
法
住
寺
殿
へ
入
申
也
」
と
あ
る
）。
そ
し
て
、

後
白
河
院
の
祥
月
命
日
で
あ
る
三
月
十
三
日
に
山
科
家
の
歴
代
当
主
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
後
白
河
院
の
画
像
を
掲
げ
て
そ
れ
に

食
事
を
御
供
と
し
て
供
え
る
「
御ご

ば
い陪

膳ぜ
ん

」（
天
皇
の
食
前
に
侍
し
て
給
仕
す
る
こ
と
）
の
行
事
も
、
室
町
時
代
に
は
法
住
寺
で
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
山
科
は
中
世
に
は
朝
廷
の
財
政
面
を
担
当
し
た
公
家
の
山
科
家
が
領
主
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
禁
裏
御
料
（
天
皇
領
）
と
な

る
経
緯
を
辿
っ
て
、
長
き
に
わ
た
っ
て
京
都
の
近
郊
農
村
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
直
接
の
起
点
は
、
後
白
河
院

が
山
科
御
所
を
山
科
大
宅
の
地
に
造
営
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
後
白
河
院
の
山
科
御
所
造
営
は
、
そ
の
意
味
で
も
山
科
の

歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
史
実
な
の
で
あ
る
。




